
 

［成果情報名］フィンランド Siilinjärvi 産金雲母施用は玄米への放射性セシウム移行を低減する 

［要約］フィンランド Siilinjärvi 産金雲母の施用は土壌のカリ可給性及び放射性セシウムの

選択固定能を高め、玄米への放射性セシウム移行を低減する。金雲母の移行低減作用はゼ

オライトより高く、移行低減資材として有望である。  
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［背景・ねらい］ 

雲母は主要な造岩鉱物であり、土壌中にも広く分布している。雲母はさらに、金雲母や

白雲母などの鉱物種に細分され、工業原料として各地で採掘されている。雲母は全重量の

10%程度のカリを含み、そのカリは酢酸アンモニウムでは抽出されない「非交換性カリ」で

あるが、植物によるカリ吸収に伴い可給化することが知られている。フィンランド

Siilinjärvi 産金雲母は安価で流通しており、有機農業向けのカリ肥料としても利用されてい

る。金雲母は土壌中で徐々にカリを放出し、放射性セシウム選択固定能の高いバーミキュ

ライトへと変化し、土壌のカリ可給性と放射性セシウム固定能を高める効果が期待される。

そこで、金雲母の放射性セシウム移行低減資材としての効果を評価する。  

 

［成果の内容・特徴］ 

１．金雲母の施用により、玄米への放射性セシウム移行係数は顕著に低下する（図１）。

その効果は移行低減資材として使用されるゼオライトより高い（図１）。 

２．栽培前土壌の交換性カリ含量と放射性セシウム移行係数の間には相関が見られず（図

２）、非交換性カリを抽出可能なテトラフェニルほう酸（TPB）抽出カリ含量と放射性セ

シウム移行係数の間に強い負の相関が見られる（図３）。 

３．土壌の１M 酢酸アンモニウム抽出による交換性放射性セシウム濃度は、水稲の栽培に

より多くの場合は増加するが、金雲母を土壌の１wt%施用した場合は減少する（図４）。

金雲母がカリを放出することによりバーミキュライトへと変化し、放射性セシウムを固

定したものと考えられる。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．金雲母はカリを放出後バーミキュライトへと変化し、高い CEC や放射性セシウム選択

固定能を示すため、土壌の CEC が低くカリ溶脱の激しい圃場や、土壌の放射性セシウム

選択固定能が低い圃場で高い移行低減効果が期待される。 

２．本研究で用いた金雲母はフィンランド Siilinjärvi 産であり、土壌は 137Cs 濃度 5,200 Bq/kg

の灰色低地土である。雲母の性質は産地により大きく異なるため、その他の産地の金雲

母では移行低減効果が異なる可能性がある。  

３．Siilinjärvi 産雲母の価格は、2016 年１月時点で移行低減資材として用いられるゼオライ

トの約 2.5 倍であり、カリ含量はゼオライトの５～６倍である。  

４．金雲母を施用した土壌のカリ可給性は、酢酸アンモニウム抽出では評価できず、TPB

抽出により評価する必要がある。  
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［具体的データ］ 

 
図１ 玄米への137Cs移行係数  

2013年6月19日にコシヒカリ3個体を1/5000 aワグネルポットに移植 , 湛水管理し中干しは行わず , 10月15日に収穫 . 

基肥として窒素4 kg/10 a相当及びりん酸8 kg/10 a相当を施用 , 対照ポットはカリ含有資材未施用 , KClの施用量の単

位はmg/potであり250 mg/potは約8 kg/10 aに相当 , その他資材の施用量の単位は土壌のwt%であり0.25wt%は約300 

kg/10 aに相当 , 白雲母及び黒雲母はインド産 , 金雲母はフィンランドSiilinjärvi産 , ゼオライトは島根県産 .  

エラーバーは標準偏差を示す (n = 3), 異なる英小文字はTukey法による有意差を示す (p < 0.05). 

 137Cs移行係数＝玄米中の 137Cs濃度 (水分15%)/土壌中の 137Cs濃度 (乾土 ). 

 

 

 

  

  

 

 

 

  

図２ 栽培前交換性カリ含量と玄米への   図３ 栽培前TPB抽出カリ含量と玄米への  
137Cs移行係数の関係（ r = -0.188）        137Cs移行係数の関係（ r = -0.880, p < 0.001）  

 
図４ 栽培前後の土壌中交換性137Cs濃度変化  

処理区の概要は図1と同じ , エラーバーは標準偏差を示す (n = 3).  

金雲母1wt%施用ポットの栽培後交換性 137Csは栽培前に比べ有意に低い（ t検定 , p < 0.05） . 

（江口哲也、石川哲也、太田健） 
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